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「
自
分
が
死
ん
だ
ら
配
偶
者
の
収
入
は
…
」「
重

い
障
害
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
」

様
々
な
不
測
の
事
態
に
お
い
て
、
大
き
な
心

配
事
の
一
つ
は
や
は
り
お
金
。
万
一
の
際
に
、

手
厚
い
保
障
が
あ
れ
ば
心
強
い
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
が
、「
も
し
も
」
に
縛
ら
れ
す
ぎ
て

今
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
手
当
た
り
次
第
に
保
険
に
加
入
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
の
身
の
丈
に
合
っ
た
保
障
を
考

え
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
自
分

が
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
公
的
保
障
を
把
握
す

る
こ
と
が
一
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
公
的
保
障
の
基
本
的
な

内
容
を
読
者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
、
概
略
的
に
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

第
2
回
目
と
な
る
今
回
は
、
公
的
年
金
の
中
か

ら
遺
族
給
付
・
障
害
給
付
を
取
り
上
げ
ま
す
。

遺
族
給
付
と
は
、
年
金
を
掛
け
て
い
る
、
ま

た
は
掛
け
て
い
た
本
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、

遺
族
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
年
金
。
障
害
給
付

と
は
、
重
い
傷
病
を
負
っ
た
本
人
が
受
け
取
る

年
金
で
す
。

で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
も
遺
族

と
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、
遺
族
に
は
順
位

が
あ
り
、
最
高
順
位
の
人
に
年
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
最
高
順
位
の
人
が
何
ら

か
の
理
由
（
死
亡
・
再
婚
等
）
で
受
給
権
を
失

っ
た
場
合
、
次
順
位
の
人
に
権
利
が
移
り
ま
す
。

こ
れ
を
転
給
と
言
い
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
に
も
ら
え
る
の
？

遺
族
共
済
年
金
の
受
給
資
格
は
複
数
あ
り
ま

す
が
、
代
表
的
な
例
を
図
2
に
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
遺
族
共
済
年
金
の
計

算
に
は
、
組
合
員
期
間
（≒

在
職
期
間
）
が

関
係
し
ま
す
が
、
在
職
死
亡
等
の
場
合
、
実
際

の
組
合
員
期
間
が
25
年
以
下
の
と
き
は
、
25
年

（
3
0
0
月
）
と
み
な
し
て
計
算
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
民
間
勤
務
経
験
（
厚
生
年

金
加
入
歴
）
の
あ
る
人
が
こ
の
計
算
方
法
を
適

用
す
る
と
、
遺
族
厚
生
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
25

年
み
な
し
の
遺
族
共
済
年
金
又
は
、
実
期
間
か

ら
計
算
し
た
遺
族
共
済
年
金
＋
遺
族
厚
生
年
金

遺
族
給
付

地
方
公
務
員
（
現
職
、
O
B
・
O
G
）
が
亡

く
な
り
、
あ
と
か
ら
述
べ
る
受
給
資
格
を
満
た

し
た
場
合
、
そ
の
遺
族
に
対
し
、
共
済
年
金
制

度
か
ら
「
遺
族
共
済
年
金
」、
国
民
年
金
制
度

か
ら
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
で
は
前
職
で
民
間
企
業
等
に
勤
め

た
経
験
（
厚
生
年
金
加
入
歴
）
の
な
い
ケ
ー
ス

を
中
心
に
解
説
を
進
め
ま
す
。
厚
生
年
金
加
入

歴
の
あ
る
方
は
、
こ
の
二
つ
の
他
、「
遺
族
厚
生

年
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

で
は
、
遺
族
共
済
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

遺
族
共
済
年
金

誰
が
も
ら
え
る
の
？

一
口
に
“
遺
族
”
と
言
っ
て
も
、
ど
の
よ
う

な
人
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
遺
族
共
済
年
金

の
対
象
と
な
る
遺
族
は
、
図
1
の
範
囲
の
人
に

限
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
兄
弟
姉
妹
は
範
囲
外

シ
リ
ー
ズ  

公
的
保
障
の
基
礎
知
識  

Vol.2

公
的
年
金
②

―
遺
族
給
付
・
障
害
給
付

（財）地方公務員等ライフプラン協会
業務部企画課主査

紺谷健一郎
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の
い
ず
れ
か
一
方
、
金
額
的
に
有
利
な
パ
タ
ー

ン
を
選
択
し
て
受
給
し
ま
す
。

い
く
ら
く
ら
い
も
ら
え
る
の
？

公
務
上
の
死
亡
と
、
公
務
外
の
死
亡
と
で
年

金
額
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
公
務
外
の

遺
族
共
済
年
金
の
金
額
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

公
務
外
の
遺
族
共
済
年
金
は
、
主
に
次
の
二

つ
の
部
分
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
厚
生
年
金
相
当
部
分

民
間
企
業
に
勤
め
る
人
が
受
け
取
る
厚
生
年

金
に
類
似
・
相
当
し
た
部
分

・
職
域
年
金
相
当
部
分

共
済
年
金
独
自
の
上
乗
せ
部
分
。
厚
生
年
金

相
当
部
分
の
約
5
分
の
1
の
金
額
（
共
済
年
金

加
入
期
間
20
年
以
上
の
場
合
）

こ
れ
は
、
前
号
で
解
説
し
た
退
職
共
済
年
金

と
同
様
の
構
成
で
、
組
合
員
期
間
や
在
職
中
の

給
料
・
給
与
に
応
じ
た
金
額
と
な
る
た
め
、「
給

料
比
例
部
分
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
遺

族
共
済
年
金
の
場
合
、
同
条
件
で
計
算
し
た
退

職
共
済
年
金
に
比
べ
、
4
分
の
3
の
金
額
と
な

り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
個
人
で
の
計
算
は
困

難
で
す
。
現
在
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
で
は

「
地
共
済
年
金
情
報
W
e
b
サ
イ
ト
（https://

www.chikyonenkin.jp/

）」
に
て
、
組
合
員
に

対
し
て
将
来
の
退
職
共
済
年
金
の
試
算
額
な
ど

の
年
金
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
遺
族
共
済

年
金
の
試
算
額
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
退
職

共
済
年
金
の
試
算
額
（
厚
生
年
金
相
当
部
分
・

職
域
年
金
相
当
部
分
）
に
4
分
の
3
を
掛
け
れ

ば
、
自
身
が
亡
く
な
っ
た
場
合
の
お
お
よ
そ
の

遺
族
共
済
年
金
の
金
額
が
推
測
で
き
ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
期
間
が
20
年
以
上
の
遺
族
共

済
年
金
の
場
合
、
次
の
金
額
が
加
算
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
中
高
齢
寡
婦
加
算
額
（
年
額
59
万
1
7
0
0

円
：
Ｈ
23
年
度
）

※
遺
族
が
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
妻
で
あ
る
場

合
、
支
給
さ
れ
ま
す
。
後
述
す
る
遺
族
基
礎

年
金
が
受
給
で
き
な
い
場
合
に
そ
れ
を
補
て
ん

す
る
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
つ
年
金
。
そ
の
よ

う
な
側
面
か
ら
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
間
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

地
方
公
務
員
は
、
共
済
年
金
に
加
入
す
る
と

同
時
に
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
、

状
況
に
よ
っ
て
、
遺
族
共
済
年
金
以
外
に
遺
族

基
礎
年
金
も
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
ら
え
る
の
は
妻
か
子

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
得
る
遺
族
の
範
囲

は
、
遺
族
共
済
年
金
に
比
べ
、
大
幅
に
狭
ま
り

ま
す
。
対
象
者
は
次
の
通
り
で
す
。
い
ず
れ
も
、

亡
く
な
っ
た
人
と
の
間
に
生
計
維
持
関
係
が
あ

図１：遺族の範囲

順位

1

2

3

4

死亡した人との続柄

配偶者及び子

父母

孫

祖父母

遺族…次のうち、死亡した人により
　　　生計を維持されていた人

※1　子は、18歳の年度末まで（≒高校卒業まで）
の未婚の子か、障害等級1～2級の子に限ら
れます。

※2　生計維持関係は、死亡した人と死亡当時に
生計を共にしており、かつ年収が850万円
未満であることで認められます。

図２：ケース別　遺族共済年金受給権の発生例

・学校卒業後地方公務員として就職、民間企業に勤めた経験（厚生年金加入歴）の無い人を想定

実際の在職期間から年金額を計算
在職中に
死亡 在職期間が25年以上ある

※在職中に負った傷病により死亡した場合や、障害共済年金受給権者が死亡した場合等の取り扱いは、ここでは省略しています。

25年として年金額を計算

YES

NO

実際の在職期間から年金額を計算
退職後に
死亡

死亡した人の公的年金の
加入期間が合計25年以上ある
（退職共済年金を受給していた） 遺族共済年金は受給できない

YES

NO
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る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

・
子
の
あ
る
妻
（“
配
偶
者
”
で
は
な
く
“
妻
”

に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
）

・
子

※
こ
こ
で
い
う
“
子
”
と
は
、
18
歳
の
年
度
末

ま
で
（≒

高
校
卒
業
ま
で
）
の
子
か
、
20
歳

未
満
の
障
害
の
あ
る
子
で
、
未
婚
で
あ
る
人

に
限
り
ま
す
。

子
に
年
齢
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
受
給
で
き
る
期
間
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
妻
と
子
の
両
者

が
遺
族
で
あ
る
場
合
、
遺
族
基
礎
年
金
は
妻
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

い
く
ら
く
ら
い
も
ら
え
る
の
？

遺
族
基
礎
年
金
の
額
は
次
の
通
り
で
す
。

年
額
78
万
8
9
0
0
円
（
Ｈ
23
年
度
）

ま
た
、
妻
が
受
給
す
る
場
合
、
次
の
と
お
り

子
の
人
数
に
応
じ
た
加
算
額
が
あ
り
ま
す
。

子
2
人
目
ま
で
：
1
人
につ
き
22
万
7
0
0
0

円
子
3
人
目
以
降
：
1
人
につ
き
7
万
5
6
0
0

円
（
い
ず
れ
も
年
額
・
Ｈ
23
年
度
）

留
意
事
項
（
遺
族
給
付
）

・
夫
も
遺
族
給
付
の
年
金
を
も
ら
え
る
の
？

遺
族
が
夫
・
父
母
・
祖
父
母
で
あ
る
場
合
、

遺
族
共
済
年
金
は
遺
族
が
60
歳
に
な
る
ま
で
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
夫
婦
と
も
に

地
方
公
務
員
と
い
う
ケ
ー
ス
で
、
夫
が
40
歳
の

時
に
妻
を
亡
く
し
た
と
し
て
も
、
60
歳
ま
で
遺

族
共
済
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
60

歳
以
上
に
な
る
と
、
夫
自
身
の
退
職
共
済
年
金

の
受
給
権
も
発
生
し
ま
す
が
、
支
給
理
由
の
異

な
る
年
金
は
複
数
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
両
者
の
間
に
調
整
が
か
か
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
夫
が
遺
族
で
あ
る
場
合
は
結
果
的
に

遺
族
共
済
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
金
額
は
少

額
と
な
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
族
基
礎
年
金
は
前
述
の
と
お
り
支

給
対
象
が
妻
か
子
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

夫
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
事
実
婚
で
も
も
ら
え
る
の
？

事
実
婚
の
場
合
で
も
、
夫
婦
と
し
て
の
生
活

実
態
が
あ
れ
ば
、
遺
族
と
認
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
立
証
す
る
た
め

の
資
料
を
揃
え
る
な
ど
、
手
続
き
は
煩
雑
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
子
の
い
な
い
若
い
妻
が
受
け
取
る
遺
族
共
済
年
金

子
の
い
な
い
30
歳
未
満
の
妻
が
遺
族
共
済
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
支
給
は

5
年
間
限
定
と
な
り
ま
す
。

遺
族
給
付
に
つ
い
て
は
以
上
と
な
り
ま
す
。

続
け
て
、
障
害
給
付
の
年
金
を
解
説
し
ま
す
。

障
害
給
付

地
方
公
務
員
が
、
重
い
病
気
や
怪
我
を
負
い
、

障
害
等
級
に
該
当
し
た
場
合
、
共
済
年
金
制
度

か
ら
「
障
害
共
済
年
金
」、
国
民
年
金
制
度
か

ら「
障
害
基
礎
年
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
共
済
年
金

ど
ん
な
と
き
に
も
ら
え
る
の
？

共
済
組
合
員
期
間
内
（

≒

在
職
中
）
に
初
診

日
が
あ
る
傷
病
に
よ
り
、
障
害
等
級
1
～
3
級

に
該
当
す
る
と
、
障
害
共
済
年
金
を
受
け
る
権

図３：（参考）妻が遺族である場合の年金受給例
（設定）・夫は地方公務員で、民間企業に勤めた経験（厚生年金加入歴）はない

・妻45歳時に夫が死亡
・妻は専業主婦で、夫死亡後も就職はしない。国民年金に加入しており、65歳から老齢基礎年金を受給予定
・夫死亡時に18歳未満の子が1人いる

妻  45歳 妻  65歳

夫  死亡 子  高校卒業

中高齢寡婦加算額
遺族共済年金

（共済組合より支給）

国民年金
（日本年金機構より支給）

職域年金相当部分

厚生年金相当部分

遺族基礎年金 老齢基礎年金
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利
が
発
生
し
ま
す
。
組
合
員
期
間
外
に
負
っ
た

傷
病
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
先
天

的
な
障
害
や
、
子
供
の
こ
ろ
に
負
っ
た
障
害
な

ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
初
診
日
と
は
、
そ

の
傷
病
に
つ
い
て
初
め
て
医
師
の
診
察
を
受
け

た
日
を
指
し
ま
す
。

自
分
の
病
気
や
怪
我
が
障
害
等
級
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
は
、
初
診
日
か
ら
1
年
6
か
月
を

経
過
し
た
時
点
（
障
害
認
定
日
・
図
4
参
照
）

の
状
況
か
ら
判
断
さ
れ
ま
す
。
例
外
と
し
て
、
経

過
を
見
る
必
要
の
な
い
場
合
（
肢
体
の
切
断
等
）

は
、
別
途
障
害
認
定
日
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
も
ら
え
る
の
？

障
害
共
済
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、「
障

害
認
定
」
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
加
入

し
て
い
る
共
済
組
合
へ
書
類
を
提
出
し
、
審
査

を
受
け
ま
す
（
図
5
参
照
）。

つ
の
部
分
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
厚
生
年
金
相
当
部
分

・
職
域
年
金
相
当
部
分
（
厚
生
年
金
相
当
部

分
の
5
分
の
1
程
度
の
金
額
）

こ
れ
ま
で
解
説
し
て
き
た
退
職
共
済
年
金
や

遺
族
共
済
年
金
と
同
様
の
構
成
で
、
組
合
員
期

間
や
給
料
・
給
与
を
も
と
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

期
間
に
つ
い
て
は
、
図
6
の
よ
う
に
、
採
用
か

ら
障
害
認
定
日
ま
で
が
算
定
基
礎
と
な
り
ま
す

が
、
25
年
未
満
で
あ
る
場
合
は
、
25
年
と
し
て

計
算
し
ま
す
。

な
お
、
障
害
等
級
1
級
に
該
当
す
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
金
額
が
1
・
25
倍
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
計
算
方
法
は
煩
雑
で
す
が
、
計
算

式
は
退
職
共
済
年
金
に
類
似
し
て
い
ま
す
。
前

述
の
「
地
共
済
年
金
情
報
W
e
b
サ
イ
ト
」
で

は
、
自
身
が
将
来
受
け
取
る
退
職
共
済
年
金

の
試
算
額
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

「
多
く
と
も
こ
れ
ぐ
ら
い
」
な
ど
と
い
う
程
度
の

目
安
に
は
な
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
障
害
等
級
1
級
・
2
級
に
該
当
す

る
場
合
、
付
加
的
な
も
の
と
し
て
次
の
金
額
が

加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
加
給
年
金
額

　
（
年
額
22
万
7
0
0
0
円
：
Ｈ
23
年
度
）

障
害
共
済
年
金
受
給
者
に
、
次
の
要
件
を
満

た
す
配
偶
者
が
い
る
場
合
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

〈
要
件
〉

・
配
偶
者
が
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
年
金
受
給
者
本
人
と
配
偶
者
と
の
間
に
生
計

維
持
関
係
が
あ
る
こ
と

な
お
、
障
害
認
定
日
時
点
で
障
害
等
級
に

該
当
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
後
65
歳
に

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
重
症
化
し
た
と
き
は
、

障
害
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
事
後

重
症
）。
事
後
重
症
で
認
定
を
受
け
る
場
合
も
、

同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

年
金
の
障
害
等
級
は
、
障
害
者
手
帳
の
等
級

と
は
異
な
り
ま
す
。
手
帳
を
持
っ
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

ま
た
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
年
金
で
は
な
く
、

一
時
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

い
く
ら
く
ら
い
も
ら
え
る
の
？

公
務
上
の
障
害
と
公
務
外
の
障
害
と
で
年
金

額
は
異
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
公
務
外
の
障
害

共
済
年
金
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

公
務
外
の
障
害
共
済
年
金
は
、
主
に
次
の
2

非該当

障害共済年金は
請求できない

図４：障害共済年金受給権発生までの一例

図５：障害共済年金請求までの手続きの流れ

採用 初診日 障害認定日

１年６か月

・障害等級に該当
・障害共済年金を受ける権利が発生

診断書等を提出

障害等級に該当するかどうか審査

該当

障害共済年金
請求手続きへ

本　　人

共済組合
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障
害
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
の
加
算
条
件

は
、
Ｈ
23
年
度
か
ら
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
本
誌
P. 

64
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金

障
害
等
級
1
級
も
し
く
は
2
級
に
該
当
す
る

と
、
障
害
共
済
年
金
に
加
え
、
障
害
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

い
く
ら
く
ら
い
も
ら
え
る
の
？

障
害
基
礎
年
金
の
金
額
は
次
の
通
り
で
す
。

障
害
等
級
1
級
：
98
万
6
1
0
0
円

障
害
等
級
2
級
：
78
万
8
9
0
0
円

（
い
ず
れ
も
年
額
・
Ｈ
23
年
度
）

ま
た
、
生
計
維
持
関
係
の
あ
る
子
の
人
数
に

応
じ
た
加
算
額
が
あ
り
ま
す
。

子
2
人
目
ま
で
：1
人
に
つ
き
22
万
7
0
0
0
円

子
3
人
目
以
降
：
1
人
に
つ
き
7
万
5
6
0
0

円
（
い
ず
れ
も
年
額
・
Ｈ
23
年
度
）

※
こ
こ
で
い
う
“
子
”
の
定
義
に
つ
い
て
は
、

遺
族
基
礎
年
金
の
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

留
意
事
項
（
障
害
給
付
）

・
障
害
共
済
年
金
の
在
職
中
支
給
停
止

障
害
共
済
年
金
は
、
共
済
組
合
員
で
あ
る
間

（≒

在
職
中
）
は
全
額
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
企
業
に
再
就
職
し
、
厚
生
年
金
の

被
保
険
者
と
な
る
場
合
は
収
入
に
応
じ
て
一
部

支
給
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
前
号
の

退
職
共
済
年
金
の
支
給
停
止
と
同
様
）。
こ
れ

に
対
し
て
、
障
害
基
礎
年
金
は
在
職
中
も
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
退
職
共
済
年
金
の
障
害
者
特
例

障
害
等
級
に
該
当
す
る
人
は
、「
障
害
者
の

特
例
」
を
利
用
し
、
将
来
受
け
る
退
職
共
済
年

金
を
、
通
常
よ
り
も
早
期
か
ら
満
額
と
し
て
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
支
給
理

由
の
異
な
る
複
数
の
年
金
は
同
時
に
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、
満
額
の

退
職
共
済
年
金
、
又
は
障
害
共
済
年
金
（
+

障
害
基
礎
年
金
）
の
い
ず
れ
か
有
利
な
方
を
選

択
し
て
受
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
障
害
等

級
3
級
の
人
は
障
害
基
礎
年
金
の
支
給
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
満
額
の
退
職
共
済
年
金
の
方
が

高
額
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
し
ょ
う
。

以
上
、
公
的
年
金
の
遺
族
給
付
お
よ
び
障
害

給
付
に
つ
い
て
解
説
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
次

回
は
「
地
方
公
務
員
の
健
康
保
険
制
度
（
共
済

組
合
短
期
給
付
）」（
仮
題
）
を
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　

前
号
の
P. 

30
3
段
目
3
行
目
の「
雇
用
者
」は「
被
用
者
」

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

図７：（参考）障害共済年金・障害基礎年金支給形態一覧

障害共済年金
共済組合
より支給

障害基礎年金
日本年金機構
より支給

３　級

職域年金相当部分

厚生年金相当部分

２　級

加給年金※

22万7,000円

職域年金相当部分

厚生年金相当部分

１　級

加給年金※

22万7,000円

障害基礎年金
78万8,900円～

障害基礎年金
98万6,100円～

職域年金相当部分

×1.25
厚生年金相当部分

※該当者
　のみ

図６：障害共済年金の算定基礎となる組合員期間

採用 初診日 障害認定日

採用～障害認定日の期間から、
給料比例部分が計算される


